
離婚届 記入例

　※協議離婚の記入例です。裁判離婚の場合は異なりますのでお問い合わせください。
　※一方または双方が外国人の場合はお問い合わせください。

婚姻中の氏名で、必ず本人が自
署し、別々の印鑑で押印してく
ださい。

届出日を記入してください。

現在住民登録をしている住所を
記入してください。

昼間連絡のとれる電話番号を必ず記入してください。

国勢調査の年のみ記入してくだ
さい。

・成人２人（以上）の証人が必要です。
・必ず証人者本人が自署し、印鑑は各自別々のものを使用してください。
・外国人が証人になる場合は、氏名は本国名、生年月日は西暦、本籍は国
名を記入してください。押印の習慣のない国の人は署名のみで足ります。

別居前の世帯の仕事を選んで、
該当する□にしてください。

婚姻中の本籍を記入してくださ
い。

・婚姻の際に氏が変わった人は、離婚により従前の氏に戻ります。
《上段》その方が、もとの戸籍にもどるか、自分で新しい戸籍をつくる
か、該当する□にしてください。
《下段》その方の、もとの本籍と筆頭者、または新しい本籍と筆頭者（氏
が変わったご本人）を記入してください。
・婚姻の際の氏をそのまま称したい場合は、上段下段とも記入は不要で
す。その場合「離婚の際に称していた氏を称する届」が別に必要です（離
婚の日から３ヶ月以内に届出してください）。

養父母がいる場合は、「その
他」欄に養父母の氏名、続柄を
記入し記入してください。
「夫の養父　茨城 竹男
　　　　　　　　　　　養子
　　　養母　　　 松子　　 」

・実父母の氏名を記入してくだ
さい。
・父母が婚姻中の場合は母の氏
は不要です。
※すでに亡くなられている場合
でも記入が必要です。

・夫婦の間に未成年（２０歳未
満）の子がいる場合は、夫、妻
のいずれかに親権を定め記入し
てください。
・親権の訂正は、夫と妻両方の
訂正印が必要です。


